







（高 EE），低い感情表出（低 EE）にわけ，高 EE と低
EE 家族の違いや高 EE が経過にどのような影響を与え
るのかについて研究するものである．
具体的な評価方法には，（1）面接法，（2）モノローグ法，
（3）自己記入式質問紙の 3 つがあり，（1）は，EE の一
般的な評価方法で，カンバウェル家族面接（Camberwell 




「情緒的巻き込まれ過ぎ（Emotional Over involvement, 
EOI）」，「暖かみ（Warmth）」，「肯定的言辞（Positive 
Remark, PR）」の 5 つがある（Leff et al., 1985）． （2）





その簡便さから最近では FMSS を用いた EE 研究が中
心になっている．（3）においては，妥当性が示された日
本語版は FAS（Family Attitudes Scale, FAS）のみで
ある．












子どもの EE 研究は 2 つに大別できる．1 つは，障害
論　文
障害のある子どもの家族の感情表出研究の進展：最近の動向




ワードとして 2006 年以降 2016 年 8 月までの研究で検索された 618 研究のうち，関連のない研究を省いた
37 研究を採用した．対象研究は，横断研究が 24 件，縦断研究が 7 件，介入研究が 5 件，尺度の検証に関
する研究が 1 件で，子どもの障害種別は，AD/HD，ASD，LD，知的障害，摂食障害，双極性障害，気分
障害，社交性不安，自傷行為，腎臓病，多発性硬化症，性同一性障害など多岐に渡る．EE の評価方法は，
FMSS が 21 件，CFI が 11 件，自己記入式質問紙が 6 件だった．障害のある子どもの家族の EE は障害の
ない子どもと比較し高 EE であり，高 EE が子どもの行動，とくに反抗的行動や素行障害の併存，外向的
行動と関連は明らかだが，症状，期間，重篤度，年齢等との関連は知見がわかれていた．また，心理教育，
家族療法，認知行動療法などの介入によって EE が低下することがわかった．EE 研究は，家族機能が急速
に変化する現代社会において，増加する発達障害や，子どものうつ病，虐待など子どもを取り巻く諸問題
を紐解くための重要な知見になりうる．
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データベースを用い，‶expressed emotion” と ‶child”
をキーワードにして検索した結果，2003 年 3 月時点で















達に支援を要する児童の家族を対象に FMSS による EE




しかし，海外では 2006 年以降も ADHD，自閉スペク
トラム症，摂食障害，双極性障害を中心に様々な研究に
応用され発展している一方で，国内では上記の研究のみ



































PubMed から 618 文献が検索され，スクリーニングの
結果，最終的には37文献を採用した．（図1）対象文献は，
方法論の類似性に沿って 4 つの研究デザインに分類され
た．（1）横断研究が 24 件（表 1 参照），（2）縦断研究が
7 件（表 2 参照），（3）介入研究が 5 件（表 3 参照），（4）
尺度の検証に関する研究が 1 件（表 3 参照）である．
子どもの障害別にみると，注意欠如多動性障害
（Attention-Deficit/Hyperactivity Disorder, AD/HD）
が 10 件，自閉スペクトラム症 / 自閉症スペクトラム障
害（Autism Spectrum Disorder, ASD）が 4 件，学習障
害（Learning Disorder, LD）が 1 件，知的障害が 1 件，
摂食障害が 5 件，双極性障害，気分障害及び社交性不安
等が 12 件，自傷行為が 1 件，腎臓病が 1 件，多発性硬
化症が 1 件だった．
EE の評価方法については，FMSS が 21 件，CFI が
11 件，自己記入式質問紙が 6 件だった．CFI について




縦断研究は，ASD が 2 件，AD/HD が 6 件，双極性
障害が 4 件，気分障害が 3 件，摂食障害が 5 件，自傷行




的な EE が高い（Nader et al., 2012）ことや，Warmth








et al., 2011）と報告される一方で，ASD の方がきょう
だいよりも批判が多く Warmth は少ないが EE 全体や
EOI は違いがないといった研究（Griffith et al., 2015）
もある．これらの研究から，障害のない対照群と比較し







et al., 2010），Warmth と社会的行動の増加，反社会
的行動の減少とが関連し Criticism はその逆になる
（Richards et al., 2015）といった報告がある．EE は
AD/HD よりもむしろ素行障害を併存しているかどう
かで異なり，AD/HD に影響しているのは Warmth で
あり（Cartwright et al., 2011），EE は母親の特性より




家族では病気の期間や年齢が高い（Hoste et al., 2012）
といった報告や，自殺念慮（Ellis et al., 2014）や自傷
的思考や行動（Wedig et al., 2016）との関連，母親の
Criticism や EOI が子どもの症状（BMI）と相関（Duclose 
et al., 2014）するという報告がある．
一方で，高 EE は子どもの年齢や発達段階 （Derguy 
et al., 2016），病気の重篤度や慢性化と関連しないとい
う報告（Tompson et al., 2015）（Coville et al., 2008）も
ある．家族の高 EE が直接的に症状や障害と関連するの
ではなく，家族機能（Sullivan et al., 2010）や治療結果
（Rienecke et al., 2015），子どもの行動をコントロール
できるか（Lancaster et al., 2013），親のストレスや学校





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































した Stephanie ら（2014）の研究では，EE の Criticism
と Hostility が子どもの行動，中でも外向的行動の予後
に影響していると述べている．Musser ら（2016）の
AD/HD を対象とした研究でも，Criticism が AD/HD
の症状の緩和に関係，腎臓病が対象の研究では病気の経
過とともに Criticism は増えるが，対照群と変わらない
といった結果が得られている（Laakkonen et al., 2014）．
Bogosian ら（2016）の多発性硬化症を対象とした研究
でも高 EE と外向的な行動が関連しており，EE が子ど
もの心理的困難性に影響を与えていることが明らかに
なっている．Richards ら（2014）の AD/HD を対象と
した研究では，CC が挑戦的な行動上の問題と関連し，









Uslu ら（2006）は LD の両親へ，8 回セッションの
心理教育群と一般的治療群と比較して対照試験を行っ
ている．介入後，高 EE から低 EE へ改善した 10 事例

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Klaus ら（2015）は，自己記入式の Expressed Emotion 
Adjective Checklist （EEAC）の妥当性と信頼性を検証し
ている．EEAC は肯定的感情 10 項目，否定的感情 10 項















よう．また，Warmth など肯定的な EE との関連も明ら
かになりつつあり （Cartwright et al., 2011）（Lancaster 










同様に高 EE や Criticism と病気の経過と関連（Duclos 
etal., 2014）がありそうだが，EOI については結果が分
かれており（Sill et al., 2009）（Duclos etal., 2014）いま
だ課題が残されたままである．母親の方が父親よりも
















ることは明らかだが（Uslu et al., 2006）（Garcia-Lopez 




である．アメリカでは，AD/HD の包括的治療の 2 本柱
として，薬物療法に並んで行動療法を背景とするペアレ
ント・トレーニングが推奨されている．ペアレント・ト
レーニングの効果については FAS を用いた EE 評価で






（Family Questionnaire, FQ），FAS（Family Attitude 
of Scale, FAS），BDSEE（Brief Dyadic scale of 
Expressed Emotion, BDSEE），BMSS（Brief Measure 
of Expressed Emotion, BMSS），EEAC の 5 つが使用さ
れ，EEAC については尺度の妥当性と信頼性が検証さ
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